
て
鋭
的
せ
し
め
た
。
信
網
凶
っ
て
柄
引
棋
を
却
し
、
利

-
す
る
郎
訴
。
品
川
久
三
年
注
挫
の
能
穀
凶
凶
数
日
銀
珠

常
の
布
望
に
随
っ
て
代
地
を
奥
へ
ん
こ
と
を
約
し
た

一
々
加
の
巾
に
『
宇
出
村
拾
川
七
段
』
と
見
え
る
も
の

の
で
、
利
門
的
は
駒
込

m凶
此
歩
及
び
本
郷
聞
に
銭
約

一
で
、
行
川
時
は
珠
洲
榔
に
印
刷
し
て
ゐ
た
の
で
あ
ふ
り
、
文

す
る
掠
回
出
近
際
資
之
助
配
下
の
同
心
同
作
一
蚊
二
市
山
歩
を

一
一
郎
二
年
に
は
諸
般
六
郷
日
銀
に
加
へ
ら
れ
て
、
字
問

得
、
耐
し
て
必
附
は
午
込
郎
を
同
地
川
町
供
の
有
と
す
る

一
昨
と
都
か
れ
て
ゐ
る
。
字
出
体
の
加
は
mu
諮
の
殺
で

こ
と
を
止
め
、
多
数
少
叫
仰
の
医
に
分
別
し
た
。
こ
の

一
後
に
訟
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
能
資
名
跡
志
に
、

地
は
後
に
京
る
ま
で
抗
議
院
民
政
と
都
せ
ら
れ
て
ゐ

一『
此
字
削
却
は
本
町
・
新
川
山
分
つ
ど
き
有
て
、
災

た。

一
支
配
巡
へ
ど
も
皆
字
出
様
と
い
へ
打
。
一
一一
町
に
て
家

ウ
シ
サ
カ
牛
坂
金
制
仰
上
野
町
の
前
辿
わ
か
ら

一
政
問
山
粁
俄
あ
h
o
苛
は
元
字
削
部
と
て
、
地
名
に

若
松
の
方
へ
下
る
坂
踏
で
あ
る
。
そ
の
間
北
に
あ
る

一
成
り
て
山
の
加
訟
に
あ
り
し
也
。
今
の
字
出
禄
の
地

府
坂
に
射
す
る
名
抑
制
で
あ
る
と
も
い
ふ
。
鎚
殺
到
三

一
は
、
天
容
の
城
・
棚
木
の
械
の
聞
に
杉
の
木
阪
に
て

一

マ

州
志
来
凶
紙
切
に
、小
衣
川
町
午
坂
訟
に
古
墳
が
多
〈
、
一
あ
ι

り
し
を
、
耐
城
務
ち
し
後
、
問
絡
に
て
似
よ
き
所

そ
の
別
総
大
に
し
て
旅
人
の
的
滋
で
は
な
い
。
こ
の

一
な
れ
ば
、
今
の
地
へ
紗
り
し
と
也
。
次
掃
に
紫
畠

L

抗
日
中
執
訴
且
の
最
も
肪
日
で
あ
る
と
記
す
る
。

一
て
、
川
問
中
一
の
四
十
物
所
に
て
、
毎
年
春
鯨
な
ど
取

ウ
シ
サ
カ

牛
坂
石
川
掛
金
加
郷
に
凶
す
る
郎

一
れ
、
大
獄
京
艇
の
地
也
。
』
と
見
え
る
。
冗
文
の
頃
ま

古川。

一
で
の
公
文
科
に
町
と
も
村
と
も
窃
か
れ
た
が
、
前
後

ウ
シ
ザ
キ
牛
裂

一冗
利
八
年
持
附
凶
搾
川
出
郎

一
全
〈
村
に
な
っ
た
。
字
削
却
で
は
烏
賊
黒
作
・
筒
鰐
・

左
衛
門
配
ド
の
足
腕
小
出
川
榊
駅
間
山
間
に
約
L
、
泉
町

一
酬
闘
の
子

-m芸
子
・
子
街
路
・筋
鎚
・
鰐
切
岡
山
・
鯨
か
ぶ

に
於
い
て
午
裂
の
刑
を
行
っ
た
乙
と
が
あ
る
。
凱
人
以

一
ら
件
等
を
告
琵
と
し
た
。
鮫
ず
る
に
、
能
菅
名
跡
芯

は、

小
姓
の
候
州
別
で
あ
っ
た
毛
利
陀
兵
衡
に
懸
恕
L
一
に
妹
洲
川
乎
山
の
今
の
地
に
制
判
じ
た
る
を
、
棚
木
城

て
艶
削
聞
を
法
っ
た
が
、
そ
の
問
答
を
得
な
か
っ
た
こ

一
容
の
陥
訴
し
た
天
正
以
後
に
在
る
も
の
ふ
如
〈
杷
す

と
を
恨
み
、
殺
山
告
を
以
て
符
起
し
た
叫
に
よ
る
も
の

一
る
は
訓
か
し
い
。
文
限
中
航
に
津
字
を
添
へ
て
ゐ
る

で
あ
っ
た
。

一
の
を
考
」
べ
き
で
あ
る

0
4
モ
ト
ウ
ジ
ッ
元
宇
出

ウ
シ
ジ
マ
牛
島

能

央

部
徳
俄
郷
に
泌
す
る
部

一
部。

孫
。
空
間
三
年
抗
且
二
日
金
持
越
後
守
山
則
の
下
知

一

?γ
ツ
イ
ゼ
ン
ト
ウ
牛
室
田
容

際
限
三
年
英

紋
に
、
『
得
締
本
側
捌
制
向
地
問
品
川
彼
M

川
部
助
以
前
』
と

一
米
仰
の
沼
鯨
は
相
次
い
で
能
電
所
口
に
入
港
し
た

あ
h
、
父
叫
酷
諒
刺
日
録
文
明
十
九
年
-
止
月
十

一
日
に

一
が
、
来
組
員
の
食
料
に
充
て
る
お
、
生
牛
を
附
紅
の

は
南
都
寺
領
白
州
佐
野
・午
川
町
村
な
ど
込
見
え
る
。

一
村
訴
に
徴
税
し
、
小
島
村
の
務
内
聞
に
於
い
て
之
を
庖

ウ
シ
ダ
ス
ケ
ザ
ヱ
モ
ン
牛
国
防
左
衛
門

前
出

一
殺
し
た
。
後
村
民
等
そ
の
日
出
殺
せ
ら
れ
た
る
音
牛
の

利
回目
に
仕

へ
た
が
、
不
μ
聞
の
仕
合
あ
る
に
よ
っ

て
、

一
お
に
法
合
を
妙
峨
院
に
怨
み
、
境
外
に
僻
を
建
て
、

利
回
目
の
命
を
栄
け
た
桜
山
長
知
の
お
に
越
中
守
山
城

一
一
刻
し
て
午
渇
器
地
と
い
っ
た
。
そ
の
僻
今
も
存
し
て

で
成
敗
せ
ら
れ
た

O

R

る。

ウ
シ
ツ
字
出
津
付
セ

ウ
シ
ッ
ク
ヂ
ラ
リ
ヨ
ウ
ズ
Z

鳳
至
部
諸
姉
郷
に
毘

字
出
津
鯨
密
園
鎗

ウ
ジ
テ
ン
ジ
ン
シ
ヤ
宇
治
天
神
社
珠
洲
紛
宇

治
に
鎮
座
す
る
。
式
内
等
笛
祉
担
に
、
『
宇
治
天
跡

枇
。
三
崎
郷
宇
治
村
銀
座
。
総
z
天
耐
宮
↓
有
=
来
Mm-

笛
枇
也
。
』
と
見
え
、
能
登
名
跡
志
に
は
、
『
宇
治
村

氏
神
は
天
神
の
富
と
て
、
天
よ
り
〈
だ
り
給
ひ
て
、

本
地
は
観
音
也
。
』
と
あ
る
。

一
加
。
表
組
に
文
化
九
年
申
十
且
鯨
加
抑
制
等

E
制
に

一

ウ
シ
ド
ウ
牛
愛
石
川
狐
畝
川
に
在
る
。
町
永

御
却
に
付
冊
目
上
申
帳
と
あ
っ
て
、
能
官
邸
主
部
字
出

一
誌
に
こ
の
村
領
に
牛
猿
と
い
」
枇
が
あ
っ
て
、
制岬

m

-

Y
イ

v
n

禄
に
於
け
る
飯
田
国
の
艇
桜
を
滞
侯
に
上
巾
し
た
も
の

一
一
は
大
威
徳
明
主
で
あ
る
。
同
村
捕
に
京
印
刷
絡
が
あ
る

と
見
え
、
そ
の
鎗
刷
三
裁
が
添
へ
て
あ
る
。

一
の
も
、大
成
徳
栂
を
淑
っ
た
も
の
で
あ
る
と
記
す
る
0

・
ウ
シ
ツ
コ
ウ
字
出
津
港

風
奈
川
柑
字
出
総
の
前

一
牛
堂
は
初
め
宮
腰
従
遊
間
刷
所
儲
附
近
の
川
の
中
に
在

而
で
、
港
口
東
南
に
向
か
ひ
、
東
西
=
一

O
O米
、
市

一
っ
た
が
、
文
政
弘
年
村
内
の
社
地
に
修
し
た
。

北
八

O
O米
、
水
深
一

O
米
除
。
崎
山

・
迩
応
の
雨

一

ウ
シ
ノ
シ
生
オ
ホ
パ
ン
キ
ン
牛
舌
大
判
金

J

仰
に
擁
せ
ら
れ
て
深
〈
同時
入
し
て
厨
り
、
約
般
の
北

一
キ
Y

カ
食
代
。

風
乃
芸
商
風
を
越
〈
る
に
昆
も
逝
す
る
o

一

ウ
シ
ノ
シ
h
F

コ
バ
ン
キ
ン

牛
舌
小
判
金

』
キ

ウ
シ
ツ
シ
ン
マ
チ
字
出
津
新
町

立
一
?
ン
ン

一
y
カ
金
代
。

問
主
榔
諸
師
同
州
出
に
臨
す
る
部
古
川
。
元
和
三
年
字
出
初

一

ゥ
シ
ノ
シ
主
モ
チ

牛
舌
餅

古
へ
白
山
比
時
制

村
山
制
中
島
に
新
町
の
創
建
を
出
願
し
た
が
、
そ
の
許
て
祉
に
て
正
且
苅
日
及
び
七
日
の
大
祭
そ
の
他
に
溶
献

可
の
御
印
物
に
字
削
樹
新
村
と
あ
っ
た
に
拘
ら
ず
、

一
し
た
脱
で
、
午
首
刊
金
の
如
き
形
以
に
怖
く
延
べ
た

所
方
に
て
は
新
聞
と
唱
へ
来
た
。
寛
文
十
年
の
村
御

一
，も
の
で
あ
る
。
一
に
花
び
ら
と
も
い
っ
た
。
こ
れ
は

印
に
も
字
出
抑
川
と
一
沼
に
な
っ
て
問
。
、
そ
の
文

一
好
古
目
録
に
、
開
俗
町
叫
抽
仰
に
供
す
る
H

山
金
併
と
い
」

醤
の
内
に
新
町
と
い
ふ
こ
と
が
見
え
る
。

一
も
の
が
あ
る
と
告
か
れ
て
ゐ
る
も
の
と
同
組
と
見
ら

ウ
シ
ツ
ヤ
マ
ブ
ギ
ヨ
ウ
宇
出
津
山
奉
行

邸
主

一
れ
る
。

郡
宇
出
織
に
在
っ
て
山
林
の
事
を
管
迎
し
た
晩
名
。

一

ウ
シ
ノ
ツ
メ
ザ
カ

牛
ノ

爪
坂

出
品
川
能
町
需
品

承
胞
二
年
近
藤
治
右
衛
門
・笛
田
治
太
夫
の
命
ぜ
ら

一
に
在
る
。
能
回
目
総
記
に
、

『
路
地
別
所
村
へ
行
〈
山
飾

れ
た
の
が
そ
の
始
で
あ
ら
う
。
政
治
二
年
務
野
際
太

一
に
、
午
の
爪
坂
と
い
ふ
所
あ
り
。
此
所
に
院
爽
の
大

夫
亦
命
ぜ
ら
れ
て
=
一
人
と
な
っ
た
が
、
延
拘
H
年
間
以

一
男
の
子
の
跡
と
て
石
あ
り
0
』
と
あ
る
。

来
は
二
人
宛
出
納
し
た
。

一

ウ
シ
ノ
ヤ
主
ウ
ゲ
牛
ノ
谷
峠

江
沼
郡
熊
坂
の

ウ
シ
ツ
ヤ
マ
プ
ン
字
出
津
山
分

立

一
円
ャ
臥

一
小
字
北
原
か
ら
、
越
前
回
世
引
制
4
・，
谷
に
鑓
え
る
峠
。

至
郡
諸
橋
郷
に
臨
す
る
都
稿
。
も
と
字
出
様
の
内
で

ウ
シ
ノ
ヲ
牛
尾
…
げ
の
風
車
部
下
町
野
郷
に

あ
っ
た
が
、
町
分
と

山
分
と
犯
相
を
間
関
に

L
た
か
鴎
す
る
郡
務
。

ら
、
明
隠
二
年
二
，
村
に
分
離
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ

る。

ウ
シ
ホ
ヅ
湖
津
江
川
山
相
花
街
に
凶
す
る
部
首
問
。

延
喜
式
御
名
帳
に
、
潮
禅
耐
祉
を
シ
ホ
ツ
と
切
削
す

る
か
ら
、
ω
h
t
h
も
古
ヘ
シ
ホ
ツ
で
あ
っ
た
ら
号
が
.

今
位
向
ソ
Y
ホ
ヅ
と
き
っ
て
ゐ
る
o
江
泊
芯
稲
に
、
こ

の
村
領
に
様
抑
制
誌
の
民
跡
が
あ
る
と
し
、
笈
恕
紀
聞

に
は
そ
れ
を
潮
律
舗
の
カ
ミ
デ
と
い
」
郎
、
制
訟
の

平
山
で
あ
る
と
し
て
居
る
。

ウ
シ
ホ
ヅ
エ
キ
潟
濠

襲

潮ー
シ
ホ
ツ
主
キ

kニ

ウ
シ

七
O

".~ 'd 


